
恵迪寮寮歌の歌詞に表現される
札幌農学校精神 



「都ぞ弥生」に歌われた農学校精神 
 
北海道の大自然を流麗に歌い上げた「都ぞ弥生」だが、
最後の5番の歌詞に「貴き野心の訓へ培い」と札幌農学校
精神を歌い込んでいる。「貴き野心」クラークが開校式
辞に述べたa Lofty Ambitionの直訳である。 
宇野親美（「北大物語」）「（都ぞ弥生は）雄大な自然
の懐にすっぽりと抱かれて、その昔のクラークの遺訓を
培うと言うのだ。人物、人間というものが影を見せない。
いわんや社会もない。まことに持って静寂なものである。
これに比べて一高の寮歌「ああ玉杯に」は人間臭フンプ
ンである。（中略）立身出世の情熱がうなっている。」 
（＊「立身出世の情熱」は「尊き野心」が否定したもの
であった。（後出）） 
 
作詩者・横山芳介は北の自然に酔いしれ、自然に自己を
埋没させるだけではなく、札幌の地に流れる、清き精神
を見出していた。横山は札幌遠友夜学校の熱心な学生先
生だったのである。 
 
卒後、彼は静岡県の小作官となるが、いつも弱者の側に
立ち、貧農の人々から、神様とまで言われた。 
46歳という若さで閉じた彼の人生は「都ぞ弥生」の歌詞
のように清く美しい生涯であった。 



「貴き野心の訓え」 
A Lofty Ambition + Boys, Be Ambitious 

• 1876年8月14日 クラーク博士の札幌農学校開校式辞の一節 

• 「長年にわたり、東洋の国々を暗雲のごとく包んでおりました、排他的階級制度と、因習との暴政か
ら、貴国がかくも見事に開放（＝自由を獲得)されたことは、教育を受けんとする学生一人ひとりの
胸のうちに 高邁なる志（a lofty ambition）を目覚めさせずにはおきません。 

• 若き紳士諸君(young gentlemen）、諸君の忠実にして有効なる奉仕をおおいに必要としている諸君
の祖国において、勤労と信頼により得られる最高の地位と、それに伴う名誉とに値する人物になるよ
う諸君一人一人が自ら精進する（strive to prepare yourself for ：ニ適サンコトヲ勉メヨ）ことを望
むものであります。 

• 諸君は健康を保ち、欲望と熱情を抑制し、従順と勤勉の習慣を身につけ、これから学ぶ諸科学に関す
るあらゆる知識と技術とを獲得するように努めなさい。そうすることで初めて諸君は重要の地位に値
すると言えるのです。」 

 

• 1877年4月16日 クラーク博士帰国に際し、島松の駅逓で見送りに来た生徒たちに向かって発した最
後の言葉：Boys, Be Ambitious, like this old man 

 



札幌農学校精神 
• アメリカ独立宣言の精神：南北戦争に出征したクラーク博士が札幌にもたらした
思想。   

•   自由・平等  
•   自主・独立 

•   博愛（リンカーン：何人にも悪意を抱かず、全ての人に慈愛を持って） 

•   民主主義 

• 弱者の側に立つ（クラーク奴隷解放のために南北戦争にボランティア軍を率いて出征） 

• Be Gentlemen：紳士たれ。自主・独立の精神を持った自律的な個の確立。自重自
治、自分の責任は自分で取る。紳士としての節操を持て。 

• Lofty Ambition（高邁なる志）, Boys, Be Ambitious!：大志を抱け 

• 真理、正義、世のため人のため（奉仕、利他主義）：内村鑑三は1926年、「正義
に燃え、真理を熱愛し、社会人類のために犠牲たらんとする」人物を排出しなく
なってしまったと嘆く。言い換えれば、初期札幌農学校はそのような精神の持ち
主を輩出した。  


